
令和３年(2021年)３月26日提出

長野県都市計画審議会長

２都第555号

令和３年(2021年)３月12日

長野県都市計画審議会長　様

長　野　県　知　事

議第４号

松本都市計画道路の変更について

松本都市計画道路の変更について

　このことについて、都市計画法第21条第２項の規定において準用する同法第18条第
１項の規定により、次のように審議会に付議します。
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松本都市計画道路の変更（長野県決定） 

 

都市計画道路中３・５・６号出川浅間線ほか１路線を次のように変更する 

種
別 

名 称 位 置 
区 

域 
構 造 

備 

考 
番号 路線名 起 点 終 点 

主 な 

経過地 

延 

長 

構 

造 

形 

式 

車

線 

の

数 

幅員 

地表式の区間

における鉄道

等との交差の

構造 

幹
線
街
路 

3･5･

6 
出川浅間線 

松本市

出川 

2 丁目 

松本市

浅間 

温泉 

3 丁目 

松本市

惣社 

約 

7,000 

ｍ 

地表

式 
2 12ｍ 

幹線街路と平

面交差 12 カ

所 

 

3･6･

8 
末広線 廃止 

 

「区域及び構造は計画図表示のとおり」 

 

理 由 

本都市計画区域において社会情勢の変化等を勘案し、道路網の見直しを行った結果、１路線の終点

を変更し、１路線を廃止するものである。 
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変更理由書 

 

 松本都市計画道路は、昭和７年に当初の路線が決定され、その後、人口増加による交通

需要の増加等に対応するために昭和３６年に全面改正を行い、３４路線が決定された。以

降、新たな都市計画道路の決定や変更を行い、現在５９路線が計画決定されている。計画

延長は約１１５．５ｋｍであり、この内整備済延長は５２．２ｋｍであり、整備率は、約

４５％（令和２年３月末時点）にとどまっている。 

松本都市計画道路の多くは、高度経済成長期の人口増加や市街地の拡大を想定して計画

されてきたが、近年は、人口減少や少子・高齢化、コンパクトシティへの転換等、都市計

画決定当時と比べ、社会・経済情勢が大きく変化してきている中、必要性に変化が生じて

いる区間がある。 

このような状況を踏まえ、松本市においては平成２０年度から都市計画道路の見直しに

取り組み、幹線街路の未着手路線を対象に、その必要性と実現性による区間別評価を行い、

公表している。 

平成２３年度からは、松本市総合計画や都市計画マスタープランをはじめとする上位計

画との整合を図ったうえで、区間別評価に基づき改めて将来道路網の検討を行い、土地利

用面や将来交通量推計の検証及び評価の再整理を行い、都市計画道路の見直し方針を策定

した。 

この見直し方針に基づき、対象地域との合意形成や関係機関の協議が整った路線から、

順次都市計画道路の変更を行うものである。 

 

３・５・６号出川浅間線 

 松本都市計画道路３・５・６号出川浅間線は、３・４・２２号小池平田線との交差点を

起点とし、昭和３６年に都市計画決定された幹線街路であり、当初決定から約６０年が経

過している。 

本路線は、市街地東部における外環状線の一部として、南北の交通を受け持つ路線とし

て位置付けられ、一級河川薄川から北に約０．４ｋｍの区間を事業中である。終点側は、

昭和７年に旧本郷村における路面電車の駅を中心とした街路網の一部として計画され、そ

の後、昭和３６年に出川浅間線として当初決定された。平成８年には終点側の松本を代表

する温泉街の路線バス発着所周辺に休憩施設を計画、整備をして憩いの場として都市空間

の提供や、路線バス発着所と温泉街を結ぶ交通結節点の機能を付加している。 

都市計画決定当時と比べ、社会・経済情勢が大きく変化している中で、本路線の終点側

約３６０ｍの区間については、その必要性に変化が生じており、平成２３年に策定した松

本市総合都市交通計画の各道路機能の評価において必要性が低く、廃止候補に位置付けて

いる。 

現状の道路機能として、市街地や松本ＩＣ方面から浅間温泉街への主要な交通は、３・

４・３号小池浅間線や３・４・５号埋橋浅間線が担っており、バス路線としている。浅間

温泉街の中の道路網は必要な生活道路が整備されており、温泉地の住環境も既に形成され

ている。 
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また、将来交通量推計において、本区間を廃止した場合も、周辺の交通量や混雑度に支

障がないことや、本路線の終点側に幹線道路が存在しないことからネットワークが形成さ

れておらず、将来的な都市の拠点間を結ぶ位置づけや広域的な道路機能を担うものではな

いため、今回、終点から交通変節点の上記区間を削除し、終点を３・４・５号埋橋浅間線

との交差点に変更するものである。 

 

 

３・６・８号末広線 

松本都市計画道路３・６・８号末広線は、３・５・６号出川浅間線との交差点を起点と

し、昭和３６年に都市計画決定された幹線街路であり、当初決定から約６０年が経過して

いる。 

本路線は、昭和７年に旧本郷村における路面電車の駅を中心とした街路網の一部として、

温泉旅館が集積する地区内に計画され、その後、昭和３６年に末広線として当初決定され

た。 

都市計画決定当時と比べ、社会・経済情勢が大きく変化している中で、本路線の必要性

に変化が生じており、平成２３年に策定した松本市総合都市交通計画の各道路機能の評価

において必要性が低く、廃止候補に位置付けている。 

現状の道路機能として、市街地や松本ＩＣ方面から浅間温泉街への主要な交通は、３・

４・３号小池浅間線や３・４・５号埋橋浅間線が担っており、バス路線としている。本路

線は現道である県道が概ね計画と同等の幅員を有して道路機能を代替しており、温泉地の

住環境も既に形成されている。 

また、将来交通量推計において、本路線を廃止した場合も、周辺の交通量や混雑度に支

障がないことや、将来的な都市の拠点間を結ぶ位置づけや広域的な道路機能を担うもので

はないため、今回、本路線を廃止するものである。 
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松本都市計画道路の新旧対照表 

（旧） 

種
別 

名 称 位 置 区 域 構 造 

備 

考 
番号 路線名 起 点 終 点 

主 な 

経過地 
延 長 

構 造 

形 式 

車

線 

の

数 

幅

員 

地表式の区

間における

鉄道等との

交差の構造 

幹
線
街
路 

3･5･

6 

出川浅

間線 

松本市

出川 

2 丁目 

松本市

浅間 

温泉 

3 丁目 

松本市

惣社 

約 

7,360 

ｍ 

地表式 2 
12

ｍ 

幹線街路と

平面交差 

13 カ所 

 

3･6･

8 
末広線 

松本市

浅間 

温泉 

3 丁目 

松本市

浅間 

温泉 

3 丁目 

松本市

浅間 

温泉 

3 丁目 

約 

200ｍ 
地表式  8ｍ 

幹線街路と

平面交差 

1 カ所 

 

 

 

（新） 

種
別 

名 称 位 置 区 域 構 造 

備 

考 
番号 路線名 起 点 終 点 

主 な 

経過地 
延 長 

構 造 

形 式 

車

線 

の

数 

幅

員 

地表式の区

間における

鉄道等との

交差の構造 

幹
線
街
路 

3･5･

6 

出川浅

間線 

松本市

出川 

2 丁目 

松本市

浅間 

温泉 

3 丁目 

松本市

惣社 

約 

7,000

ｍ 

地表式 2 
12

ｍ 

幹線街路と

平 面 交 差 

12 カ所 

変 更 区

間 

L= 約

360m 

終 点 の

変更 

3･6･

8 
末広線 廃止 
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都市計画の策定の経緯の概要 

 

松本都市計画道路の変更（長野県決定）（３・５・６号出川浅間線、３・６・８号末広線） 

 

 

事     項 

 

 

 

  時          期 

 

 

 

備 考 

 

地元説明 

 

都市計画変更案の申出 

(都市計画法第15条の2第1項) 

 

公聴会開催の公告 

 

素案の閲覧 

 

 

公聴会中止の公告 

 

公聴会 

(都市計画法第16条第1項) 

 

市町村意見聴取 

(都市計画法第18条第1項) 

 

計画案の公告 

(都市計画法第17条第1項) 

 

計画案の縦覧 

(都市計画法第17条第1項) 

 

市町村意見聴取回答 

(都市計画法第18条第1項) 

 

長野県都市計画審議会 

(都市計画法第18条第1項） 

 

都市計画決定告示 

(都市計画法第20条第1項） 

令和２年 １月２１日（火） 

 

令和２年１０月 ９日（金） 

 

 

令和２年１１月 ５日（木） 

 

令和２年１１月 ６日（金） ～ 

令和２年１１月２６日（金） 

 

令和２年１１月２６日（木） 

 

令和２年１１月２９日（日） 

 

 

令和２年１２月２４日（木） 

 

 

令和３年 １月 ７日（木) 

 

 

令和３年 １月 ８日（金) ～ 

令和３年 １月２２日（金） 

 

令和３年 ３月 ４日（木） 

 

 

令和３年 ３月２６日（金） 

 

令和３年 ４月上旬 

本郷地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公述の申し出がないため 

中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見書提出１件 

 

 

 

 

 

（以下、予定） 
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都
市
計
画
決
定
に
係
る
意
見
書
の
要
旨
 

 議
案
番
号
 
議
案
審
議
 

第
４
号
 

名
 

称
 

松
本
都
市
計
画

 

都
市
計
画
道
路
の
変
更
 

都
市
計
画
の
案
の

縦
覧
期
間
 

 

縦
覧
 
令
和
３
年
１
月
８
日
（
金
）
か
ら
 

 
令
和
３
年
１
月

22
日
（
金
）
ま
で
 

 

広
報
の
手
段
 

県
報
公
告
 

県
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
 

市
広
報
誌
へ
の
掲
載
 

利
害
関
係
の
種
別
 

関
係
市
町
村
の
住
民
 
そ
の
地
域
内
に
実
質
的
な
生
活
活
動
の
本

拠
を
も
つ
者
又
は
法
人
 

利
害
関
係
人
 

区
域
内
の
土
地
に
所
有
権
、
借
地
権
を
持
っ

て
い
る
者
、
そ
の
土
地
の
周
辺
の
住
民
、
決

定
さ
れ
る
施
設
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
 

意
見
書
提
出
者
 

意
 
 
見
 
 
の
 
 
要
 
 
旨
 

意
 
 
見
 
 
に
 
 
対
 
 
す
 
 
る
 
 
見
 
 
解
 

番
号
 

住
 
所
 

利
害
関
係
 

要
旨
区
分
 

１
 

松
本
市
 

利
害
 

関
係
者
 

 

反
対
 

 

 １
 
出
川
浅
間
線
の
都
市
計
画
道
路
の
終
点
変
更
に
つ
い
て
修
正
を
求
め
ま
す
。
（
約

3
6

0
ｍ
削

除
の
計
画
の
う
ち
、
終
点
側
の
約

1
6

0
ｍ
は
削
除
、
残
り
約

2
0
0
ｍ
は
計
画
を
存
続
）
変
更
理

由
で
あ
る
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
勘
案
と
の
記
載
は
、
浅
間
温
泉
を
訪
れ
る
宿
泊
者
の
数
の
減

少
の
み
に
着
目
し
た
視
点
と
推
察
さ
れ
、
宿
泊
者
数
が
減
少
し
て
も
相
当
程
度
の
人
口
が
居
住

し
て
お
り
、
宿
泊
以
外
で
訪
れ
る
人
も
依
然
と
し
て
多
く
、
居
住
者
や
訪
問
者
の
た
め
の
道
路

整
備
計
画
は
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

 

 

ま
た
安
曇
野
市
方
面
か
ら
松
本
市
東
部
へ
の
抜
け
道
と
し
て
浅
間
温
泉
内
を
通
過
し
て
い

く
車
両
も
多
く
、
狭
隘
な
道
路
を
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
通
過
し
て
い
く
車
が
多
く
存
在
し
ま

す
。
通
過
車
両
の
多
さ
に
も
着
目
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
開
業
で

市
内
は
常
時
渋
滞
し
て
お
り
、
市
街
地
を
迂
回
す
る
南
北
の
道
路
整
備
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

早
急
な
整
備
を
求
め
ま
す
。

 

 １
 
松
本
市
は
平
成

20
年
度
か
ら
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
に
取
り
組
み
、
平
成

22
年
度
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
、
松
本
市
総
合
計
画
や
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
上
位
計
画
と
整
合
を
図
り
、
都
市
計

画
道
路
の
見
直
し
方
針
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
見
直
し
方
針
に
基
づ
き
、
段
階
的
に
都
市
計
画
道
路
の
見
直

し
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
県
道
の
都
市
計
画
決
定
は
県
が
定
め
る
た
め
、
今
回
市
か
ら
都
市
計
画
変
更
案
の
申
し

出
を
受
け
て
県
が
変
更
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

 

都
市
計
画
道
路
は
都
市
の
骨
格
的
な
基
盤
と
し
て
、
都
市
間
の
広
域
的
な
交
通
や
都
市
に
お
け
る
幹
線
的
な
役

割
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
地
区
内
の
生
活
道
路
と
は
性
質
が
異
な
り
ま
す
。
当
該
区
間
は
、
当
該
区
間
の
先
に
都

市
施
設
や
幹
線
道
路
が
な
く
、
将
来
的
に
都
市
の
拠
点
間
を
結
ぶ
位
置
付
け
や
広
域
的
な
道
路
機
能
を
担
う
も
の

で
は
な
い
こ
と
か
ら
廃
止
候
補
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
 

 

市
街
地
へ
の
通
過
交
通
を
抑
制
し
、
円
滑
な
交
通
流
動
を
確
保
す
る
た
め
、
安
曇
野
市
方
面
か
ら
市
街
地
を
迂

回
す
る
南
北
の
交
通
は
一
般
県
道
惣
社
岡
田
線
や

3・
5・

6
号
出
川
浅
間
線
の
存
続
区
間
が
担
う
計
画
で
す
。
 

    

 

縦
覧
者
 

 

１
名
 

 
 

縦
覧
の
概
要
 

期
 
間
：
令
和
３
年
１
月
８
日
（
金
）
～
１
月

2
2
日
（
金
）

 

場
 
所
：
長
野
県
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
課
、
長
野
県
松
本
建
設
事
務
所
、
松
本
市
役
所
 

縦
覧
者
：
１
名
、
意
見
書
提
出
者
１
名
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資
料
４
-
１

松
本
都
市
計
画
道
路
の
変
更

総
括
図
（
長
野
県
決
定
）

３
・
５
・
６
号

出
川
浅
間
線

３
・
６
・
８
号

末
広
線

資
料
４
－
３

出 川 浅 間 線

出 川 浅 間 線

3・
5・
6号
出
川
浅
間
線

（約
7,
3
60
ｍ
）

L
=
約
7,
00
0
ｍ
2車
線
W
=
1
2ｍ

出
川
浅
間
線

松
本
城
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松
本
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
計
画
の
概
要

決
定
及
び
廃
止
の
理
由

松
本
市
の
都
市
計
画
道
路
は
、
昭
和
７
年
に
当
初
の
都
市
計
画
道
路
が
決
定
さ
れ
、
昭
和
３
６
年
に
全
面

改
正
を
行
い
、
３
４
路
線
が
決
定
さ
れ
た
。
以
降
、
新
た
な
都
市
計
画
道
路
の
決
定
や
変
更
が
行
わ
れ
、
現
在

５
９
路
線
が
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
。

松
本
市
の
都
市
計
画
道
路
の
総
延
長
は
合
計
１
１
５
．
５
ｋ
ｍ
、
そ
の
内
、
整
備
済
延
長
が
５
２
．
２
ｋ
ｍ
で
あ

り
、
整
備
率
は
、
約
４
５
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
（
令
和
元
年
度
末
時
点
）

本
市
の
都
市
計
画
道
路
の
多
く
が
高
度
経
済
成
長
期
の
人
口
増
加
や
市
街
地
の
拡
大
を
想
定
し
、
計
画
さ

れ
て
き
た
が
、
昨
今
に
お
い
て
は
、
少
子
・
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
や
厳
し
い
財
政
状
況
等
、
都
市
計
画
決

定
当
時
と
比
べ
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
都
市
計
画
道
路
の
区
域
内
は
、
将
来
に
お
け
る
事
業
の
円
滑
な
施
行
を
確
保
す
る
た
め
、
都
市
計

画
法
第
５
３
条
に
よ
り
建
築
制
限
を
課
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
期
未
着
手
の
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
権
利
を
過
度
に
制
限
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
る
。

こ
の
様
な
状
況
を
踏
ま
え
、
上
位
計
画
や
関
連
計
画
と
の
整
合
を
図
っ
た
う
え
で
、
都
市
計
画
道
路
全
体
に

つ
い
て
必
要
性
を
検
証
し
、
関
係
機
関
等
と
の
協
議
の
う
え
、
変
更
方
針
が
決
定
し
た
路
線
か
ら
都
市
計
画

道
路
の
変
更
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

見
直
し
手
法

１
見
直
し
対
象
区
間
の
設
定
、
区
間
別
評
価
（
廃
止
・
変
更
・
存
続
の
各
候
補
素
案
の
設
定
）

⑴
必
要
性
の
評
価
（
交
通
機
能
、
空
間
機
能
、
市
街
地
形
成
機
能
）

⑵
実
現
性
の
評
価
（
代
替
路
、
構
造
上
の
支
障
、
事
業
実
施
上
の
支
障
）

２
都
市
の
将
来
像
に
即
し
た
将
来
道
路
網
案
の
作
成

⑴
区
間
別
評
価
を
も
と
に
、
総
合
計
画
等
の
方
針
（
将
来
都
市
像
）
に
即
し
た
道
路
網
案
を
作
成

⑵
立
地
適
正
化
計
画
上
の
拠
点
性
等
を
考
慮

⑶
廃
止
候
補
と
し
た
区
間
は
原
則
廃
止
と
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
妥
当
性
を
考
慮

⑷
道
路
網
案
の
評
価
・
検
証
（
交
通
量
推
計
、
土
地
利
用
面
か
ら
の
検
証
（
居
住
誘
導
区
域
を
考
慮
）
）

３
関
係
機
関
等
と
の
協
議
・
調
整
が
整
い
、
変
更
が
確
定
し
た
路
線
か
ら
順
次
都
市
計
画
変
更

変
更
路
線

（長
野
県
決
定
）

◯
3・
5・
6号

出
川
浅
間
線

【一
部
廃
止
】
◯
3・
6・
8号

末
広
線

【全
線
廃
止
】

変
更
検
討
路
線

（長
野
県
決
定
）

◯
3・
6・
9号

大
村
上
金
井
線

◯
3・
5・
10
号
湯
ノ
原
北
小
松
線

◯
3・
4・
11
号
宮
渕
新
橋
上
金
井
線

（松
本
市
決
定
）

◯
3・
4・
3号

小
池
浅
間
線

◯
3・
5・
4号

蟻
ケ
崎
新
井
線

◯
3・
6・
13
号
女
鳥
羽
川
北
岸
線

◯
3・
6・
14
号
女
鳥
羽
川
南
岸
線

◯
3・
3・
15
号
松
本
駅
北
小
松
線

◯
3・
4・
27
号
南
松
本
駅
笹
部
線

◯
3・
5・
31
号
高
宮
渚
線

◯
3・
5・
32
号
逢
初
鎌
田
線

見
直
し
経
過

１
見
直
し
対
象
区
間
の
設
定
、
区
間
別
評
価

・
平
成
2
3
年
1
月

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

・
平
成
2
3
年
2
月

都
市
計
画
審
議
会

・
平
成
2
3
年
3
月

区
間
別
評
価
の
公
表

２
総
合
計
画
等
に
お
け
る
将
来
都
市
像
の
明
確
化
、
将
来
道
路
網
案
の
検
討
作
成
、
都
市
計
画
変
更

・
平
成
2
3
年
3
月

総
合
計
画
（
基
本
構
想
2
0
2
0
、
第
9
次
基
本
計
画
）

・
平
成
2
3
年
5
月

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

・
平
成
2
3
年
5
月

次
世
代
交
通
政
策
基
本
方
針

・
平
成
2
4
年
8
月

新
し
い
交
通
体
系
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

・
平
成
2
8
年
4
月

松
本
市
次
世
代
交
通
政
策
実
行
計
画

・
平
成
2
9
年
3
月

立
地
適
正
化
計
画

（
都
市
機
能
誘
導
区
域
の
設
定
、
将
来
道
路
網
の
位
置
付
け
）

・
平
成
3
0
年
5
月

都
市
計
画
策
定
庁
内
連
絡
会
議

・
平
成
3
0
年
1
1
月

都
市
計
画
審
議
会
（
将
来
道
路
網
の
方
針
、
第
１
段
階
変
更
に
つ
い
て
報
告
）

３
都
市
計
画
変
更

・
平
成
3
0
年
1
0
月
～
令
和
元
年
1
1
月

第
１
段
階
都
市
計
画
変
更
（
城
山
新
井
線
、
松
本
朝
日
線
）

・
令
和
2
年
1
月

第
2
段
階
都
市
計
画
変
更

地
元
説
明
会
（
出
川
浅
間
線
、
末
広
線
）

薄
川

国 道 １ ９ 号

第
１
段
階

第
５
段
階

第
３
段
階

第
２
段
階

第
４
段
階

第
１
段
階

松
本
城

松
本
駅

北
松
本
駅

南
松
本
駅

信
州
大
学

相
澤

病
院

あ
が
た
の
森

松
本
I
C

松
本
市
役
所

第
５
段
階

3
・
5
・
4
号
蟻
ケ
崎
新
井
線
（
廃
止
済
）

3
・
4
・
2
6
号
松
本
朝
日
線
（
廃
止
済
）

3・
6・
8号

末
広
線

3
・5
・
6号

出
川
浅
間
線

3
・
6
・
9
号
大
村
上
金
井
線

3
・
4
・
1
1
号
宮
渕
新
橋
上
金
井
線

3
・
6
・
1
3
号
女
鳥
羽
川
北
岸
線

3
・
6
・
1
4
号
女
鳥
羽
川
南
岸
線

3
・
5
・
3
2
号
逢
初
鎌
田
線

3
・
5
・
1
0
号
湯
ノ
原
北
小
松
線

3
・
4
・
2
7
号
南
松
本
駅
笹
部
線

3
・
5
・
3
1
号
高
宮
渚
線

3
・
5
・
4
号
蟻
ケ
崎
新
井
線

3
・
4
・
3
号
小
池
浅
間
線

3
・
3
・
1
5
号
松
本
駅
北
小
松
線

凡
例

都
市
計
画
道
路

整
備
済
み

未
整
備

変
更
検
討
路
線

廃
止
路
線

そ
の
他

市
街
化
区
域

事
業
中

資
料
４
-
２
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１

２

松
本
都
市
計
画
道
路
の
変
更

計
画
図
（
長
野
県
決
定
）

３
・
５
・
６
号

出
川
浅
間
線

３
・
６
・
８
号

末
広
線

資
料
４
-
３

３
・
５
・
６
号
出
川
浅
間
線

周
辺
道
路
が
代
替
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
終
点
側
の
約
3
6
0
ｍ
を
削
除

し
終
点
を
変
更
す
る
。

３
・
６
・
８
号
末
広
線

現
道
が
代
替
性
を
有
し
、
温
泉
地
の
住
環
境
も
既
に
形
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、

廃
止
と
す
る
。 ②①

3
・
5
・6
号
出
川
浅
間
線

（
約
7
,3
6
0
ｍ
）

L
=
約
7
,0
0
0
ｍ
2車
線
W
=
1
2ｍ
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１

２

松
本
都
市
計
画
道
路
の
変
更

計
画
図
（
長
野
県
決
定
）

３
・
５
・
６
号

出
川
浅
間
線
（
拡
大
図
）

資
料
４
-
４

①
②

③
④

⑤
⑥

３

４

５

６

市
道
重
複
区
間

L
=約
16
0ｍ
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